
 
今回は薬剤科の調剤業務で使われる機器の audit について紹介します。 

 

薬剤科における監査業務では、調剤された薬が処方せんの内容通りか、処方せんそのものに不適切な

点がないかを調剤した薬剤師と違う薬剤師が再度確認しています。当院ではヒューマンエラーによる薬の

種類や数量の間違いを防止するため調剤監査システム audit(オーディット)を取り入れ、人と機械でのダ

ブル監査を行うことで投薬ミスを防いでいます。 

 

audit とは 

audit とは薬の種類や数量を認識し確認できる調剤監査システムです。薬の画像やバーコードから薬の

種類を認識し、重量の測定により数量の確認を行っています。 

また照合した薬の写真を撮ることができデータとして保存することが出来ます。 

 

audit 業務の流れ 
1. 調剤した薬をトレイに並べ、トレイを挿入します 

 

2. 処方のデータを選択します 

 

3. 薬が合っているか audit で照合します 

 

4. 確認が終わった薬を取り出し、薬袋に入れます 

 



 

audit で確認できること  
① 薬の種類の確認 

薬の写真やバーコードを処方データと照合し、薬の種類があっているか確認します。間違った薬が入

っていると×印で表示され、薬の種類の間違いを発見できます。 

② 薬の数量の確認 

①で薬の種類があっている場合、重量から薬の数量を計算し処方データと数量を照合します。薬品

ごと薬の数量が間違っている場合には×印で表示され、数量の間違いを発見できます。 

③監査履歴の保存 

調剤した薬を撮影し、写真として保存しておくことが出来ます。薬が足りないなど、後日問い合わせ

のあったときに、過去に調剤された薬の種類や数量を確認することが出来ます。 

 

① 薬の種類の確認 

 

② 薬の数量の確認 

 

③ 監査履歴の確認 

 

 

audit 導入による効果 
audit 導入前後でリスクマネージャーに報告されたインシデントレポートの報告件数を比較しました。薬

の種類間違い、数量間違いの件数ともに audit 導入により大きく減少しました。 

※audit 導入前：2017年 2 月～2018 年 1 月、audit 導入後：2021 年 11 月～2022 年 10 月 

 audit 導入前（件） audit 導入後（件） 調剤過誤減少率（％） 

種類間違い 7 1 85.7 

数量間違い 12 6 50 

 

今回紹介しました調剤監査システム audit を導入したことで、インシデントを

減らすことができました。audit は調剤過誤防止に大いに役立っています。 

薬剤科 椎名琴女 

次回 2 月号の診療技術部だよりは栄養科です 


